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研究成果概要 
２００４年スマトラ沖巨大地震（Ｍ９．２）は長さ１５

００キロに及ぶ震源域の上下運動によりは巨大津波を

発生したほか、大気中に大気圧変動をひきおこした。そ

の微圧変動は、インド洋域の4観測点と乗鞍観測所を含

む複数の国内3観測点（松代、神岡）で計測された 

図１（下） 乗鞍観測所で観測された２００４年スマト
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（上図）と、震源域の断層モデルから計算

された合成微気圧変動記録との比較。中

図、下図はそれぞれ異なる断層モデルに対応。 

図２（右） ２００４年１２月２６日に発生したスマトラ沖巨大地震の震源断層モデルこれ

ら震源域の上下動モデルは、乗鞍観測所での微気圧変動記録の他、複数の気圧記録から復元

された。 



震源断層域を４領域に分割し、それぞれの領域の上下変動量、破壊の進行速度、破壊継続時

間をパラメタとして変化させ、各地で計測された微気圧変動記録を最も良く説明するパラメ

ターを推定した。その断層モデル（図２）は、震源の破壊がほぼ2.5km/sで南から北へ進行し

たことを示し、津波から推定される破壊伝播速度1.0km/sとは異なり、地震波観測から決定さ

れた破壊伝播速度と一致している。また、推定された上下動変動量はNicobar諸島で最も大き

い。この結果は地震波から推定された地震モーメントの開放量がNicobar諸島付近で最大とな

っていることと合致している。微気圧計測データは、津波データから推定される震源破壊モ

デルよりも、地震波データから推定される震源破壊モデルを支持している。 
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